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　式典後の記念行事では、出席者の小中学生時代の懐かしい思い出を振り返ったり、二十歳の決意を皆で

共有し合う催しを行いました。出席者の皆さんは、友との再会のひとときを楽しんでおられました。

　ふるさと吉賀町から、二十歳を迎えられた皆様のご活躍をお祈りしております。

令和８年度　二十歳のつどい開催

　令和８年８月１５日、令和８年度二十歳のつどいを六日市基幹集落センターにて開催し、今年度は２３

名が出席されました。式典では岩本町長と来賓代表として河村町議会議長それぞれからお祝いの言葉が贈

られました。お二人からの激励の言葉ののち、出席者を代表して水津拓朗さんが謝辞を述べられました。

　「本日は私たちのためにこのような素晴らしい式典を

開いていただきありがとうございました。振り返るとこ

こまでの人生は、本当に多くの方々に支えられ導いてい

ただいたからこそ今の自分があると思います。私たちを

ここまで支えてくださったすべての皆様、そして育てて

くれた家族に心から感謝申し上げます。二十歳になった

からと言って、急に完璧な大人になれるわけではありま

せんが、少しずつ成長しいつかは吉賀町に恩返しができ

るよう努力していくことを誓います。」

（謝辞一部抜粋）（謝辞一部抜粋）
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「森英恵　生誕１００周年感謝の会」参列のご報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉賀町長　岩本一巳

　吉賀町名誉町民である森英恵先生は、令和４年８月１１日にご逝去にな

られました。この訃報を受け、ご親族の方々とのご協議より、吉賀町主催

による「お別れ会」を令和５年１月２２日、町内で開催させて頂きました。

しかしながら、当時は、コロナ禍でということもあり、ご生前に公私にわ

たってご関係のあった皆様が、森先生を偲ぶ機会を都内で設けることが出

来ませんでした。

　このようなことから、この度、一般財団法人森英恵ファッション文化財

団主催による「森英恵　生誕１００周年感謝の会」が、去る８月１１日（火）

に帝国ホテル ( 東京都 ) に於いて開催されました。この会にご案内を頂き

ましたので、吉賀町及び町民を代表して、私が参列し献花を致しました。

本会には、長男である森顯様をはじめ多くのご親族の方々もご出席になら

れていました。また、綺麗なお花に囲まれた森先生の遺影の傍らには、皇

后陛下、愛子内親王殿下、常陸宮からのご供花もありました。そして、森

先生のこれまでの幅広いお付き合いとご活躍を象徴するかのように、国内

外から多くの関係者の皆様が参列されていました。

　森先生の真骨頂ともいうべき「蝶」を基調としたデザインは、幼少期に

おける故郷の原風景をあしらったものであるというお話を直接お聞きした

ことがあります。森先生が、愛してやまなかった故郷を地域の皆さんとと

もに、これからもしっかり守っていきたいと思います。改めて、森先生の

ご冥福をお祈り申し上げます。

アンテナショップで土曜夜市を開催

　８月２９日（土）アンテナショップで土曜夜市を開催し、大勢の方にお越しいただきました。開場して間もなく多くの

お客様でにぎわい、終始活気にあふれていました。

　当日は、お子様連れのご家族をはじめ、幅広い世代の皆さんにご来場いただき、屋台を囲んで笑顔あふれる時間が広が

りました。会場には、香ばしく焼き上げたアユの塩焼きや、夏にぴったりのかき氷、こだわりのスイーツのほか、子ども

たちに大人気のヨーヨー釣り、スパイスの効いた有機野菜カレー等バラエティ豊かなメニューや催しが並び、大盛況でし

た。また、吉賀町産夏野菜の詰め放題やお米の特価販売など、お得な企画にも大変ご好評頂きました。

　子供たちの楽しそうな声と、大人の皆さんのくつろいだ笑顔があふれ、夏の終わりにふさわしい、活気あふれる夜市と

なり、地域の皆さんと心温まるひとときを過ごすことができました。
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第１回吉賀町まちづくり委員会

　令和８年８月５日（水）、六日市防災センターにおいて、令和８年度第１回吉賀

町まちづくり委員会を開催しました。委員は、産業、教育、金融、医療、福祉な

どの各分野や、町内５地区の自治会長会から推薦いただいた２０名で、任期を令

和８年８月１日から令和１０年３月３１日として委嘱しました。委員の互選によ

り、会長は永田和代さん、職務代理者は下野知美さんに決定しました。

　吉賀町におけるまちづくりの方向性を示した「第２次吉賀町まちづくり計画」は、計画策定から１０年目にあたる本年度、

後期評価を行います。また、人口減少対策に関する目標や施策をまとめた「第２期吉賀町総合戦略」についても、進捗管

理を実施します。加えて、これら２つの計画は本年度が計画期間の終期となることから、新たな計画を策定する必要があ

ります。まちづくり委員会では、これらについて協議していただきます。

　委員会は原則公開で行うほか、議事録等はホームページ等で公開しています。

第２回「有機の学校 iｎ吉賀町」を開催しました

　８月４日（火）、第２回となる「有機の学校 i ｎ吉賀町」を開催しました。今回も一般社団法人次代の農と食をつくる

会理事の森昭暢さんを講師に迎え、「アプリを活用し肥効量を調べ、学校給食に必要な野菜を育てる方法」について学び

ました。

　木部谷・大野原自治会館で行った講義では、まず、農研機構が開発した「有

機資材肥効見える化アプリ」の使い方を学び、実際にアプリを活用して実証圃

場で使用している有機資材の肥効を調べました。また、学校給食への出荷に向

けて、作付け時期や必要な供給量などについて情報交換を行いました。参加者

からは、日頃の農作業で感じている疑問や困っていることについて、活発に質

問が出されました。

　その後、実証圃場へ移動し、緑肥の分解状況を確認しながら、太陽熱マルチ

を行う際に必要となる土壌の水分量や、今後の栽培管理における注意点につい

て学びました。

　次回の「有機の学校 i ｎ吉賀町」では、秋冬作の作付けや春作に向けた準備・

管理などについて学ぶ予定です。

熊本地震に対する職員派遣

　令和８年熊本地震について、被災した自治体の復旧・復興を支援するため本町

から派遣した職員が帰町し、８月２４日（月）、その活動が報告されました。派遣

した職員は、中山武主幹（保健福祉課）で、８月１９日（水）から２３日（日）

までの間、熊本県氷川町で罹災証明書発行等の業務を行いました。

　中山主幹から「氷川町役場近くの竜翔センター体育館で、島根県と鳥取県の自治体職員でペアを作り、業務に当たりま

した。被災された方々の心情を思うと居たたまれない気持ちになることもありましたが、他の自治体職員の皆さんと協力

しながら務めてまいりました」と報告がありました。岩本町長からは「貴重な経験でもあったと思います。その経験を職

員全体で共有させていただきます。大変お疲れ様でした。」と労いの言葉が贈られました。
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社会体育研修会

　７月２８日六日市基幹集落センターにて研修会が開催されました。

　講師に大阪体育大学の土屋裕睦教授をお招きし、「指導者の「幸せ」とは～心に火をつける心理学～と題し講演会を行

いました。土屋先生はパリ五輪の日本代表チームのメンタルコーチとして帯同される等スポーツ心理学の第一人者です。

スポーツの指導だけではなく、他者との関わりすべてについて心理学の視点から楽しく講演いただきました。参加者から

は「目からうろこだった」「子育てに活かしたい」等の感想がありました。

　教育委員会では、２０３０年の国民スポーツ大会への機運醸成や、

スポーツを通じた人材育成の為に今後も研修会を開催する予定にして

います。

　積極的なご参加をお願いします。

「柿木中学校緑の少年団」　みどりの奨励賞を受賞！

　令和８年８月６日から８日に開催された「２０２６緑の少年団交流大会 in 北海道」において、柿木中学校緑の少年団

がみどりの奨励賞（全国緑の少年団連盟会長賞）の表彰を受けました。大会では活動発表や森林体験プログラムを通して

全国の緑の少年団との交流を深めました。

　８月３１日には緑の少年団を代表して石井綾さん（３年）、田村佑達さん（２年）が吉賀町役場を訪れ、町長に受賞報

告を行いました。２人からは、全国大会で行った活動や、活動発表を通して他の緑の少年団の活動を知ることができたこ

となど、大会での経験について話がありました。また、今回の経験を通してこれまで以上に吉賀のことが好きになり、こ

れからも地域に貢献し、自分たちの活動を伝えていきたいと、今後の活動への思いも語りました。

受賞報告時写真（左から）

兼子史寛校長、石井綾さん、田村佑達さん、佐々井賢教諭

活動写真（左から）

田村佑達さん、石井綾さん

第５０回文部科学大臣杯全国高等学校囲碁選手権大会出場！

　町内出身で益田高等学校３年の大庭千怜さんが、８月３日から５日に東京都で開催された、「第

５０回文部科学大臣杯全国高等学校囲碁選手権大会」個人戦へ出場されました。

　大庭さんは六日市中学校のご出身で、大会では惜しくも決勝進出は叶いませんでしたが、全

国の予選を勝ち上がった高校生と対局し、見事１勝され、確かな成長を感じられる引退試合（対

局）となりました。

　大庭さんの今後益々のご活躍をお祈りします。

トピックス
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令和８度吉賀町消防団夏季訓練を実施

　８月２３日（日）に、大野原運動公園敷地内で吉賀町消防団の夏季訓練を実施し、団員９５名が参加しました。

　今年度は、山火事が発生した際に使用する「山火事用ポンプ（背負い運搬式エンジンポンプ）」と消火用水を背負って

運ぶことができる「ジェットシューター」の取り扱い訓練を行いました。

野焼き・火入れには十分な注意を！！

　野焼きや火入れの火が燃え広がり、火災につながる事例があります。野焼き・火入れは原則として禁止されています。

やむを得ず火を使用する場合は、吉賀町役場産業課に申請の上、消火用の水を準備し、周囲の状況を十分確認するとともに、

火が完全に消えるまでは火のそばを離れないでください。一人ひとりが火の取り扱いに注意し、火災のない安心安全なま

ちづくりにご協力をお願いいたします。

令和８年度全国高等学校総合体育大会空手道競技大会へ出場！

　吉賀高等学校２年中野祥太郎さんが、８月６日～７日に兵庫県で開催された、「令和８年度全国高等学校総合体育大会

空手道競技大会」形競技に出場されました。中野さんは、６月に開催された県予選で見事優勝を飾られ、今大会への出場

権を獲得されました。

　８月４日（火）に吉賀高校で出場激励会が開催され、大会に向け

ての意気込みや熱い決意のお言葉をいただきました。岩本町長から

は、大会に向けての激励の言葉が送られました。結果は、惜しくも

３回戦敗退となりましたが、この経験を糧に、これからも自信を持っ

て頑張っていただきたいです。

　中野さんの今後益々のご活躍をお祈りいたします。

　全国各地で大規模な山火事が発生する中、吉賀町において

も、万一の事態に備え、消火用機械器具の使用方法を改めて

確認する貴重な機会となりました。当日は３５度を超える厳

しい暑さとなりましたが、団員一人ひとりが真剣に訓練に取

り組み、山火事への対応力を高めました。

 消防団員募集 消防団員募集

　消防団は市町村の非常備消防機関であり、消防団員は他の本業を持ちながら、権限と責任を有する非常勤特別

職の地方公務員として「自らの地域は自ら守る」という精神に基づき、地域住民の生命と財産を守ることを使命に、

火災や地震、風水害などの災害発生時に活動しています。近年、吉賀町では人口減少や高齢化などを背景に消防

団員の確保が難しくなっています。令和８年４月時点の団員数は、１９７名（内女性団員１８名）で定員２４０

名を大きく下回る状況で、地域の防災を担う体制の維持が課題となっています。

　　＜入団資格＞

　　　吉賀町に在住もしくは在勤の１８歳以上

　　＜令和７年度の主な活動＞

　　　・火災による出動（２件）　・風水害による出動（３件）　・広報活動（３件）

　　　※このほかに車両・機械器具点検を毎月行っています。

　　＜消防団に関するお問合せ・入団のお申し込み＞

　　　吉賀町役場　総務課　消防担当　☎０８５６‐７７‐１１１１

トピックス
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ＪＦＡバーモントカップ第３６回全日本Ｕ１２フットサル選手権

島根県大会　第３位

　７月４～５日、出雲市だんだんトマトアリーナでＪＦＡバーモント

カップ第３６回全日本Ｕ１２フットサル選手権島根県大会が開催され、

鹿足郡内を中心に活動するクラブチーム、鹿足サッカースクールが出場

しました。当日は県内から１２チームが参加し、予選リーグを１位で通

過し、決勝トーナメントに進出しましたが、惜しくも準決勝で敗退し、

県３位となりました。

　高いレベルの相手チームと戦い、技術向上、上位大会を目指しながら、

人間性やコミュニケーションなど、サッカーを通じて選手の育成を進め

ていきたいと思います。

吉賀町サッカー連盟主催　盆サッカー大会　開催

　８月１６日（日）真田グラウンド“よしかみらい”にてお盆恒例の「盆サッカー大会」が吉賀町サッカー連盟主催で開

催され、地元の方や帰省された方など、子どもから大人までサッカー愛好者が一緒になってボールを追いかけました。

 久しぶりに再会した仲間との交流もあり、グラウンドにはたくさんの笑顔と歓声があふれ、世代を超えた楽しい交流を

図ることが出来た貴重な時間となりました。参加してくださった皆さん、ご協力いただいた皆さん、本当にありがとうご

ざいました。また、来年も一緒に盛り上がりましょう！

＜一般＞ ＜シニア＞

ＪＡカップ第４２回島根県学童軟式野球選手権大会　

～　七日市スポーツ少年団　準優勝　～

　８月２９日（土）、３０日（日）にＪＡカップ益田・鹿足地区予選が益田市民球場で開催されました。

　七日市スポーツ少年団の初戦の相手は高津野球スポーツ少年団。タイブレークまでもつれ込み、７回に３点を奪って８

－６で勝利を収めました。

　大会２日目の準決勝は豊川スポーツ少年団。矢田くんがノーヒットノーランの快投と、長短打と盗塁を絡めた攻撃で６

－０で勝利しました。

　決勝戦は吉田クラブ野球スポーツ少年団との対戦でした。序盤か

ら連打で一時最大６点差をつけられる苦しい展開でしたが、驚異的

な粘りで終わってみれば４－６の接戦で惜しくも敗戦しました。

トピックス
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家庭で不用になったパソコンの宅配便回収について

　吉賀町では、小型家電リサイクル法の認定業者である、リネットジャパンリサイクル株式会社と連携と協力に関する協

定を締結し、家庭で不用になったパソコンの宅配便を活用した無料回収、リサイクルを進めています。

●パソコンを含む１箱分の回収料金が無料です。

●無料となる箱のサイズと重量の上限は、３辺合計１４０ｃｍ以内、重量２ｋｇ以下です。

●回収物にパソコン本体がない場合など、回収料金がかかる場合があります。

●詳細はリネットジャパンリサイクル（株）へお問い合わせください。

中国ろうきん杯学童軟式野球選手権大会島根県決勝大会　

～　七日市スポーツ少年団　出場～

　８月１日と２日に、益田市民球場で開催された、中国ろうきん杯学童軟式野球選手権大会島根県決勝大会の浜田・益田・

鹿足地区予選に七日市スポーツ少年団が出場しました。２日間に渡る激闘の末に、地区予選で２位となり、島根県決勝大

会出場を決めました。県大会は１０月３日、４日に、三隅中央公園野球場で行われます。

　団員は随意募集していますので、いつもでも見学・体験にお越しください。

　今後とも皆様の応援をよろしくお願いいたします。

第３次吉賀町まちづくり計画策定に向けたみんなの勉強会の開催について

　“「成果」がみえる、まちづくりの進め方”をテーマに、参加型勉強会を開催します。

　　【日　　時】令和８年１０月１７日（土）１３時３０分から１６時３０分（１３時から受付開始）

　　【会　　場】六日市基幹集落センター（吉賀町六日市６４８番地）

　　【対　　象】吉賀町民（町外在住者もご参加いただけます）

　　【講　　師】モジョコンサルティング合同会社　代表　長浜 洋二　氏

　　【参加申込】２次元コードからお申し込みください。

　　　　　　　 電話（０８５６‐７７‐１４３７）、ＦＡＸ（０８５６‐７７‐１８９１）でのお申し込みも可能です。

　　　　　　　 ※当日参加も可能ですが、事前申し込みのご協力をお願いします。

トピックス
話題・できごと
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トピックス
話題・できごと

【問い合わせ】税務住民課　☎０８５６－７７－１８９１
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子どもとお母さんの健康

≪妊婦・乳幼児健康相談≫

　日時・会場：１０月１３日（火）

　　　　　　　　１０：００～１１：３０

　　　　　　　　かきのき保育所

　　　　　　　１０月２７日（火）

　　　　　　　　１０：００～１１：３０

　　　　　　　　吉賀町保健センター

　問　合　せ：役場保健福祉課、柿木地域振興室

≪きらきら広場≫　※要予約

　日時・会場：１０月８日（木）１０：００～１１：２０

　　　　　　　（午後～育児相談）　吉賀町保健センター

　内　　　容：幼児と保護者を対象に、ふれあい遊び、

　　　　　　　製作遊び、子育て相談などを実施します。

　申　込　み：１０月５日（月）まで

　問　合　せ：役場保健福祉課

≪乳児健診≫

　日時・会場：１０月２７日（火）１３：００～

　　　　　　　吉賀町保健センター

　対　象　児：３～５か月児（令和８年５月～６月生）

　　　　　　　９～１１歳児（令和７年１１～１２月生）

　問　合　せ：役場保健福祉課、柿木地域振興室

≪離乳食相談会≫

　日時・会場：１０月７日（水）１３：３０～

　　　　　　　吉賀町保健センター

　内　　　容：各期に応じた離乳食の試食や相談

　問　合　せ：役場保健福祉課

大人の健康

≪テーミル運動教室≫

　会　場：吉賀町福祉センター

　講　師：小川恵子さん

　実施日：１０月１日、８日、１５日、２９日

　　　　　１３：３０～１５：００

　会　費：会員月１，０００円、準会員１回５００円

　持ち物：飲みもの、室内運動靴、タオル、バスタオル

　内　容：筋力アップ、運動不足解消

　申込み：役場保健福祉課、柿木地域振興室

保健だより
健康・食育・予防

≪障がい者就労相談会≫（エスポア）

　日時：１０月１５日（木）

　場所： 吉賀町保健センター

　内容：専門の相談員が相談に応じます

　予約：益田障がい者就労生活支援センター

　　　　☎０８５６‐２３‐７２１８

　　　 １０月９日（金）までにお申し込みください。

行き

　８時３０分　発 六日市庁舎

　８時５０分 七日市駅

　９時０５分 柿木庁舎

１０時００分　着 病院

帰り

１１時３０分　発 病院

１２時４０分 柿木庁舎

１２時５０分 七日市駅

１３時００分　着 六日市庁舎

≪松ヶ丘病院通院送迎バス≫（３日前までに予約必要）

　１０月の運行日：８日（木）　１３日（火）

　　　　　　　　２２日（木）　２６日（月）

　予約先：よしかの里　相談支援事業所　パレット

　　　　　☎７７‐１５５２

≪断酒会鹿足例会≫

　日　時：１０月２８日（水）１９：００～２１：００

　会　場：吉賀町保健センター

　内　容：お酒をやめ続けるための会です。

　問合せ：役場保健福祉課

≪こころの相談≫※要予約

　日にち：１０月２６日（月）　午後

　場　所：吉賀町保健センター

　　　　　（希望があればお申し出ください）

　内　容：松ヶ丘病院精神科医による相談

　　　　　１０月１９日（月）までに役場保健師まで

　　　　　お申し込みください。

≪ひきこもり相談≫※要予約

　日　時：１０月２０日（火）

　予約先：よしかの里　相談支援事業所　パレット

　　　　　☎７７‐１５５２

　　　　 １０月１４日（水）までにお申し込みください。
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介護予防教室

≪ストレッチ教室≫

　時　間：１０：００～１１：００

　内　容：ゴムバンドを使ったストレッチ、トレーニング

１０月の日にち・会場 送迎予約〆切日

　６日（火）柿木公民館 １０月　１日（木）

１６日（金）吉賀町保健センター １０月１３日（火）

２０日（火）七日市公民館 １０月１５日（木）

２６日（月）蔵木公民館 １０月２１日（水）

保健だより
健康・食育・予防

≪からだ爽快教室≫

　日時：１０月２３日（金）１３：３０～１５：００

　会場：吉賀町福祉センター

　内容：運動療法

≪骨折転倒予防≫

　日時：１０月９日（金）１３：３０～１５：００

　会場：七日市公民館

　内容：家でできる体操の指導など

里親になりませんか

～子どもたちに家庭のぬくもりを～

　さまざまな事情により家族と一緒に生活することが出来ない子どもたちがいます。里親とはこうした子どもたちを自分

の家に迎え入れ、家庭的な環境の中で愛情を込めて養育してくださる方です。

　里親の家庭で愛情に包まれて家族の一員として暮らすことにより、子どもたちは一人の人間として大切にされ、愛され

ているという感覚を持ちながら育つことが出来ます。

～子どもたちのために、あなたにも出来ることがあります～

　里親には、子どもが親と一緒に生活出来るようになるまで養育する「養育里親」と養子縁組により養親となることを希

望する「養子縁組里親」があります。（このほかに専門里親、親族里親があります。）

　子どもが好きであり、愛情と熱意を持って、真心を込めて養育してくださる方を求めています。養育里親の場合は、長

期の養育だけでなく、月に１～２回程度、主に土日や長期休み中に数日間といった短期間の家庭生活体験をさせてくださ

る方も求めています。

　里親になるためには特別な資格は必要ありませんが、必要な研修を受講すること、里親を希望する方とその同居人が欠

格事由等に該当しないこと、経済的に困窮していないことが必要です。

里親となるまでの流れ（養育里親の場合）

　①相談：児童相談所　②研修受講　③申請書類提出　④家庭訪問・調査　⑤社会福祉審議会の意見聴取

　⑥里親認定・登録　⑦子どもの養育

●里親制度に関心がある方はお問い合わせください。

　中央児童相談所　☎０８５２‐２１‐３１６８　　隠岐相談室　　　☎０８５１２‐２‐９７０６

　出雲児童相談所　☎０８５３‐２１‐０００７　　浜田児童相談所　☎０８５５‐２８‐３５６０

　益田児童相談所　☎０８５６‐２２‐００８３

　松江赤十字乳児院里親家庭サポートセンターてのひら　☎０８５２‐６７‐８１１１

（参考）欠格事由等：里親希望者及び同居人が以下の事柄に該当する場合

①拘禁以上の刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受けることがなくなるまでの者

②児童福祉法等で罰金の刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受けることがなくなるまでの者

③児童虐待ほか児童の養育に関し著しく不適当な行為を行った者

④暴力団関係者
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インフルエンザワクチン・新型コロナワクチン予防接種の助成制度のご案内

　インフルエンザワクチンと新型コロナワクチンの予防接種は、それぞれの病気を発症させる可能性を低減させる効果と、

発症した場合の重症化予防に有効とされています。実施期間は令和８年１０月１日～令和９年３月３１日です。

インフルエンザワクチン予防接種

　【子ども】対　　象：町内で住所を有している方で満１８歳に達する年度の末日までにある方

　　　　　 助成額等：接種方法によって異なります（生活保護世帯は全額助成）

実施方法 年齢 接種回数 助成額 備　考

注射
生後６か月～１２歳 ２回 １回当たり

１，５００円

２～４週間の間隔をあけて接種

１３歳～１８歳 １回

点鼻 ２～１８歳 １回 ３，０００円 生後６か月～１歳は接種できません

　　　　　　　　　　　　　　　　　注）子どものインフルエンザ予防接種は、任意（義務ではない）接種です。

　【高齢者】対　　象：町内で住所を有している方で接種日当日に６５歳以上の方

　　　　　　　　　　 または６０～６４歳の方で心臓、腎臓、呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限

　　　　　　　　　　 される程度の障がいやヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に日常生活がほとんど不可能な程度

　　　　　　　　　　 の障がいがある方

　　　　 　個人負担：１，６００円（生活保護世帯は無料）

新型コロナウイルスワクチン予防接種

　対　　象：町内で住所を有している方で接種日当日に６５歳以上の方

　　　　　　または６０～６４歳の方で心臓、腎臓または呼吸器の機能に障害があり、身の回りの生活が極度に制限され

　　　　　　る程度の障がいや、ヒト免疫不全ウイルス（ＨＩⅤ）による免疫の機能に障害があり、日常生活がほとんど

　　　　　　不可能な程度の障がいがある方

　個人負担：５，０００円（生活保護世帯は無料）

＜各予防接種の共通事項＞

　〇接種の予約は、各自で直接医療機関に連絡してください。

　〇鹿足郡内と益田市内のほとんどの医療機関とは委託契約を行っているため、助成が適用された額を医療機関で支払い

　　ます。（予約の際に確認しましょう。）

　〇県外の医療機関など、委託医療機関以外で接種した場合は接種費用を一度全額お支払いいただき、後に役場保健福祉

　　課（☎７７‐１１６５）で返金の手続きを行いますので、ご相談ください。

冬季大腸がん検診の予約受付中です

　吉賀町では、大腸がんで亡くなられる方の割合が、国や県と比べて高い状態が続いており、大きな健康課題の一つとなっ

ています。そのため、がんの中でも特に「大腸がん」の検診受診率向上・精密検査受診率向上を目指した取り組みを重点

的に行っています。今年度、受診されていない方は、ぜひお申し込みください。

　　【対 象 者】４０歳以上の町民（年度内に大腸がん検診を受診済みの方、受診予定の方は除く）

　　【検査方法】便潜血検査（２日法）※ご自宅で２日分の便を採取し、所定の回収場所へご提出いただく方法です

　　【実施時期】１１月下旬～１２月初旬の予定（テロップ放送や申込者への個別通知等によりお知らせします）

　　【料　　金】無料

　　【申込方法】吉賀町役場　保健福祉課（☎７７‐１１６５）へお電話ください。

　　【申込締切】１０月３０日（金）

保健だより
健康・食育・予防
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柿木地域⇒ビ・容

水 木 金 土
１ ２ ３

７　はとのゆ休館日

離乳食相談（予約制）

８

松ヶ丘病院通院バス運行日

　　　　　　　　　（予約制）

きらきら広場

手話通訳者設置日

９

骨折・転倒予防教室

行政相談所等開設日

１０

１４　はとのゆ休館日 １５　はとのゆ休館日

　　（柿の里は通常営業）

障がい者就労相談会（要予約）

１６

ストレッチ教室

特設人権相談所

１７

２１　はとのゆ休館日 ２２

松ヶ丘病院通院バス運行日

手話通訳者設置日

２３

からだ爽快教室

２４

２８　はとのゆ休館日

断酒会

２９ ３０ ３１

可燃ごみ収集日

◆週２回（柿木地域）地区⇒月・金　　　　　　　　　◆週２回（蔵木・六日市）地区⇒月・木

◆週２回（朝倉・七日市）地区⇒火・金　　　　　　　◆月１回地区⇒第４週の月

◆週１回（蓼野・朝倉【奥仲、野田、樋ノ口】）⇒火　 ◆週１回（星坂）⇒木

ごみの種類
資：資源ごみ　　カ：カン類　　容：容器プラスチック　　商：商品プラスチック

有：有害ごみ　　ビ：ビン　　　陶：陶器類　　　　　　　粗：粗大ごみ

柿木地域

⇒カ・有・粗・商・容
朝倉・七日市

　　　　⇒ビ・有・商
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朝倉・七日市⇒カ・容

朝倉・七日市⇒粗・容

納期限のお知らせ

〈納付書払いの方〉

１１月２日（月）

〈口座振替の方〉

１０月２８日（水）

〈10 月納付対象科目〉

個人県民税等（３期）

吉賀町役場

電　話　７７－１１１１

ＦＡＸ　７７－１８９１

吉賀町役場柿木庁舎

電　話　７９－２２１１

ＦＡＸ　７９－２３４４

吉賀町教育委員会

電　話　７７－１２８５

ＦＡＸ　７７－００４０

火事救急は１１９番

事件事故は１１０番

日 月 火

４ ５ ６

ストレッチ教室

１１ １２　スポーツの日 １３

妊婦・乳児健康相談

松ヶ丘病院通院バス運行日

　　　　　　　　　（予約制）

１８ １９ ２０

ストレッチ教室

ひきこもり相談

２５ ２６

ストレッチ教室

こころの相談（予約制）

松ヶ丘病院通院バス運行日

　　　　　　　　　（予約制）

２７

妊婦・乳児健康相談

乳児健診

２０２６年（令和８年）

　　１０月　町民カレンダー

蔵木・六日市⇒カ・容

蔵木・六日市⇒資

柿木地域⇒ビ・容

柿木地域

⇒カ・有・粗・商・容
河津・金山谷

⇒粗・容・ビ・有・カ・商

蔵木・六日市

　　　　⇒ビ・有・商

蔵木・六日市⇒粗・容
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守
り
活
用

す
る
匠
集
団)

研
修
員
制
度
の
取
り
組
み

を
開
始
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
令
和
４
年

度
に
は
、
大
阪
市
に
本
社
を
置
く
ポ
ロ
・

ビ
ー
シ
ー
エ
ス
株
式
会
社
様
と
包
括
連
携

協
定
を
結
び
、「
壊
れ
な
い
道
づ
く
り
」
を

基
本
と
し
た
路
網
整
備
を
軸
に
、
自
伐
型

林
業
ス
タ
イ
ル
に
よ
る
長
伐
期
施
業
を
進

め
る
た
め
の
理
論
指
導
及
び
技
術
的
指
導

を
受
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

の
研
修
が
終
了
し
て
も
、
町
内
に
受
入
れ

可
能
な
林
業
事
業
体
が
存
在
し
な
い
状
況

か
ら
、
素
材
生
産
か
ら
木
材
加
工
ま
で
を

担
う
林
業
事
業
体
を
設
立
す
る
こ
と
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
育
成
し
た
人

材
の
雇
用
確
保
や
新
た
な
担
い
手
の
育
成
、

森
林
資
源
・
地
域
資
源
の
循
環
を
実
現
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
令
和
６
年
４
月
か
ら

東
京
に
本
社
を
置
く
株
式
会
社
ト
ビ
ム
シ

様
よ
り
、
地
域
活
性
化
起
業
人
制
度
を
活

＜開所式での集合写真＞

用
し
た
職
員
派
遣
を
受
け
、
林
業
事
業
体

設
立
の
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

令
和
７
年
３
月
に
は
、
当
町
と
株
式
会
社

ト
ビ
ム
シ
様
で
共
同
出
資
を
し
、『
株
式
会

社
森
の
環
』
を
設
立
す
る
と
と
も
に
、
総

務
省
の
ロ
ー
カ
ル
１
０
，０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
活
用
し
て
、
町
内
の
廃
業
し
た
製

材
工
場
施
設
を
活
動
拠
点
と
し
て
整
備
し

ま
し
た
。
昨
年
12
月
17
日(

水)

に
は
、

製
材
工
場
の
開
所
式
を
行
い
、
本
格
的
な

事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
森
林
か
ら
木
材
を
搬
出
す
る

木
材
生
産
事
業
、
搬
出
し
た
木
材
を
製
材
・

加
工
し
建
築
材
や
木
工
品
と
し
て
付
加
価

値
を
高
め
て
販
売
す
る
製
材
加
工
事
業
、

建
築
材
な
ど
に
利
用
出
来
な
い
端
材
を
薪

な
ど
に
加
工
し
木
質
燃
料
と
し
て
販
売
す

る
木
質
燃
料
事
業
、
森
林
や
林
業
へ
の
理

解
促
進
を
図
り
将
来
の
担
い
手
育
成
や
地

域
資
源
へ
の
愛
着
形
成
に
繋
げ
る
た
め
の

木
育
事
業
な
ど
を
柱
に
幅
広
い
事
業
を
展

開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

＜活動状況＞伐倒作業

崩れない道づくり

(作業道開設 )

木育活動
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吉賀町 公民館主事の募集について

　吉賀町では、ふるさとでの学びや体験をもとにした人材育成として「サクラマスプロジェクト」を保小中高ならびに地

域住民が連携して取り組みを進めてきました。このような社会教育の取り組みを通じて、地域づくりをより一層推進する

べく「公民館を拠点とした地域づくり」を掲げて取り組みをスタートさせたところです。

　そこで、公民館のスタッフ体制を強化すべく、新たな人材を募集します。

１．募集人数 ２人

２．業務内容

●保育所や小中高校と地域コミュニティ (自治会等 )をつなげた事業の企画・実行

●公民館が、より心地よい地域住民の集いの場となるような新たなアイデアとチャレンジ

●問題や課題に取り組む地域住民を後押しする場づくり

●公民館運営に関わる事務（貸館の受付など）

３．募集対象

町内外を問わず、 次のいずれも満たす方を対象とします。

●普通自動車免許を取得しており、日常的に運転経験のある方

●文書作成（ワード等）・表計算（エクセル等）・Ｅメールを使用できる方

●地方公務員法第１６条の定めに該当しない方

４．求める人材像

●心身共に健康で、誠実に職務ができる方

●好奇心を持って業務に取り組める方

●地域住民と協力しながら、地域を元気にするために精力的に行動できる方

●真摯に人の話に耳を傾けられる方

５．勤務条件

勤務時間：原則月１８日勤務 ( イベントなどで土日勤務もあり )・７時間 /日

報 酬：吉賀町の規定による

地方公務員法第２２条の２第１項第１号に定める会計年度任用職員として、吉賀町長が任用します。

６．申込手続き

下記の提出書類をご準備のうえ、郵送または持参してください。

なお、提出された書類は返却しません。

吉賀町公民館主事 エントリーシート / 履歴書（市販のもので可）/ 応募者のスキルやキャリアをご

紹介いただくもの（自由）/現住所地の住民票 (町外の方のみ )

７．申込受付期限 令和８年１０月１６日（金） １７：１５まで

８．試 験 試験日程：応募者には別途ご連絡いたします。

９．その他

【問い合わせ先】

〒６９９－５５１３ 島根県鹿足郡吉賀町六日市６４８

吉賀町教育委員会

電話：０８５６-７７-１２８５ / E-mail：kyoiku@town.yoshika.lg.jp

困ったら　一人で悩まず　行政相談（行政相談のご案内）

　行政相談は、国の行政などへの苦情や意見、要望を受け付け、担当行政機関とは異なる立場から、その解決や実現を促

進するとともに、行政の制度や運営の改善に生かす仕組みです。総務省では、行政相談の利用を促進するため、９月から

１０月の２か月間を「行政相談月間」として、皆様に行政相談を広く知っていただくための取組を行っています。

　吉賀町では、行政相談委員が、次のとおり行政相談所を開設します。相談は無料で、秘密は固く守られます。お気軽に

お越しください。

日時 場所 行政相談員

１０月９日（金）午前１０時～正午
六日市福祉センター

（吉賀町六日市５８０‐４）

村本　靜江

谷　みどり

【行政相談に関するお問い合わせ】

　総務省島根行政監視行政相談センター（きくみみ島根）　行政監視行政相談課　☎０８５２－２１－３６３０

お知らせ
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お知らせ

屋外に看板やポスターを設置する皆様へ

　島根県では良好な景観の形成等を目的に屋外広告物条例を定め、各市町村で設置許可や違反広告物対策を行うなど、必

要な規制・誘導を行っています。みなさんも、これから屋外に看板やポスターを設置される場合は、下記のポイントを参

考に、屋外広告物の適正な設置にご協力をお願いします。また、既に設置されている場合も、下記のポイントを参考に自

己点検を行い、屋外広告物の適正化に努めていただきますようお願いします。

　●屋外広告物とは

　　常時又は一定の期間継続して公衆に表示されるものです。

　　お店や会社の名前・営業内容・シンボルマークなどを表示したものはこれに該当します。

　●島根県屋外広告物条例のポイント

　　○屋外広告物を設置するには事前に市町村長の許可が必要です。

　　　※手続きをされず既に広告物を掲出しておられる場合も、申請手続きを行ってください。

　　○屋外広告物の種類に応じて面積や高さなどについての基準があります。

　　○著しく破損したものや倒壊のおそれなどがある屋外広告物は設置できません。

　　○広告物の変更や、更新、除却の場合にも手続きが必要です。

　　○屋外広告物設置工事の発注は屋外広告業登録済みの屋外広告業者に行いましょう。

　　○設置後の屋外広告物は、適切に補修を行うなどして良好な状態で管理しましょう。

　　○必要なくなった屋外広告物は速やかに撤去しましょう。

 許可不要の広告物 許可不要の広告物

◎店舗、事業所の建物や敷地内に、その名称や取り扱うサービス内容を記載する屋外広告物

◎土地、建物の管理上の必要から、注意事項等を記載する屋外広告物

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※（１敷地内合計１０㎡以内に限ります）

◎一時的又は仮設的な広告物又は掲出物件で冠婚葬祭、祭礼、その他競技会等の催しのため設置する広告物で、

　設置する期間が一時的であり、許可基準に適合しているもの

　【問合せ】建設水道課　☎７９‐２２１２

　　　　　 制度の概要・条例について：島根県土木部都市計画課　☎０８５２‐２２‐６１４３

　　　　　 島根県屋外広告物のホームページ（http://www.pref.shimane.lg.jp/infra/nature/keikan/okugai/）

・はり紙

・はり札

・のぼり

・立看板

・広告板

・広告塔

・広告幕

・電柱広告物

・電飾広告　　など
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令和８年社会生活基本調査の実施について

　総務省統計局（島根県）では、１０月２０日現在で社会生活基本調査を実施します。

　この調査は、生活時間の配分や自由時間における主な活動の状況など、国民の社会生活の実態を明らかにすることを目

的として実施します。調査員が調査への依頼に伺いましたら、調査の趣旨をご理解いただき、ご回答をお願いいたします。

公証週間について

　１０月１日～７日は「公証週間」です。公正証書は、法務大臣から任命された法律の専門家である公証人が作成する公

文書で、特別な効力があり、地域の皆様の暮らしの法的安心・安全の仕組みづくりに大きな役割を果たしています。

　公証役場は国の機関です。相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。

　【相談受付時間】８：３０～１７：００（土・日・祝祭日を除く）

　【休日無料相談】１０月４日（日）１０：００～１５：００（要予約）

　【問　 合　 せ】浜田公証役場　☎０８５５‐２２‐７２８１

吉賀町日本語教室のお知らせ

　吉賀町に住む外国人住民を対象に日本語教室を開催します。教室では講師の方が用意した教材で対話（コミュニケーショ

ン）の力をつけることをメインに、「つながる力」を養っていきます。そこで、外国人の学習支援及び講師の補助をして

いただけるボランティアの方を募集します。参加出来る範囲で構いません。専門知識などは不要です。どなたでも大歓迎

です！

開催日・場所 蔵木公民館（蔵木会場） 基幹集落センター（六日市会場） 七日市公民館（七日市会場）

毎月第２日曜日 １０：００～１１：３０ １３：３０～１５：００ １６：００～１７：３０

《１０・１１・１２月の予定》１０月１１日（日）　１１月８日（日）　１２月２０日（日）※１２月は第３日曜日

【問合せ先】税務住民課　☎０８５６‐７７‐１１１３　jyumin@town.yoshika.lg.jp

道路防災カルテ点検（国道・県道）について

　島根県津和野土木事業所では鹿足郡内の国道及び県道のうち道路へ落石が起こる可能性のある斜面を対象に、危険な石

の点検調査を実施します。点検調査の際には官地だけではなく、民地にも立ち入りますので、土地所有者の皆様には、点

検調査へのご理解とご協力をお願いいたします。なお、現地調査員は島根県益田県土整備事務所が発行する身分証明書を

携行します。また、点検調査期間は、令和８年１０月～令和９年３月の間を予定しています。

　【問合せ】島根県津和野土木事業所　維持課　☎０８５６‐７２‐０５３２

お知らせ

労働相談会を開催します

　「パワハラ」「突然の解雇」「残業代が支払われない」「勤務態度に問題のある社員に困っている」など、職場でのお困り

ごとはありませんか。ひとりで悩まず、専門家に相談してみませんか。

　【日時・会場】１０月１８日（日）１０時～１５時　いわみーる（浜田市野原町１８２６−１）

　　　　　　　 １０月２５日（日）１０時～１５時　くにびきメッセ（松江市学園南１－２－１）

　【対　　　象】労働者、事業主どちらの相談も受け付けます。

　　　　　　　 パートやアルバイトについての相談も受け付けます。

　【問　合　せ】島根県労働委員会事務局　☎０８５２－２２－５４５０

　　　　　　　 ※事前予約者優先ですが、当日受付もしますので、１２時までに、会場にお越しください。
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お知らせ

国民年金保険料の免除制度・納付猶予制度について

　経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、「保険料免除制度」・「納付猶予制度（５０歳未満

対象）」が利用できます。ご本人から申請書を提出いただき、申請後に承認されると保険料が免除または猶予されます。

承認基準（所得の基準）

　保険料の免除には、前年所得に対する所得基準が設けられており、これらの所得をもとに審査が行われます。

　免除・納付猶予を受けるための所得の基準は、前年所得が以下の計算式で計算した金額の範囲内であることです。

本人・配偶者・世帯主の所得の基準

制度の種類 所得

全額免除 （扶養親族等の数＋１）×３５万円＋３２万円

４分の３免除 　８８万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等

半額免除 １２８万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等

４分の１免除 １６８万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等

納付猶予制度 （扶養親族等の数＋１）×３５万円＋３２万円

　※地方税法に定める障害者、寡婦またはひとり親の場合、基準額が変わります。

失業等による特例免除

　申請者本人、世帯主または配偶者のいずれかが退職（失業等）した場合に、特例免除を申請できます。

　退職（失業等）した方の前年の所得をゼロとして審査します。

　申請時には失業等された方の雇用保険被保険者離職票等の写しをご提出ください。

申請開始日と対象期間

　令和８年度分（令和８年７月分から令和９年６月分）の申請受付は、令和８年７月１日から開始されます。

　また、納付期限から２年を経過していない期間（申請時点からから２年１か月前の月分）まで遡及して申請することが

　できます。

申請方法

　基礎年金番号またはマイナンバーがわかるものをご準備の上、税務住民課、柿木地域振興室

　または浜田年金事務所（０８５５‐２２‐０６７０）へご相談ください。

マイナポータルを利用して電子申請

　「マイナポータル」からマイナンバーカードを利用して、簡単に電子申請ができます！

　申請後の状況や審査結果は、マイナポータルの申請状況照会ページで確認できます。

　マイナポータルのアカウント設定でメール通知を希望している方には、マイナポータルに審査結果が届くとメールで

　お知らせします。

特設人権相談所の開設について

　法務大臣から委嘱された人権擁護委員が相談を受けます。相談は無料で秘密は守ります。予約は不要です。

【日時・会場】１０月１６日（金）９：００～１２：００　柿木公民館

益田人権擁護委員協議会／松江地方法務局益田支局　☎０８５６‐２２‐０４２９

行政相談所開設について

　吉賀町の行政相談委員が、住民の皆様から国の行政などへの意見・要望等を受け付け、その解決のための助言や関係機

関に対する通知等を行います。相談は無料です。お気軽にお越しください。

【日時・会場】１０月９日（金）午前１０時～正午まで　吉賀町福祉センター
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令和９年度自治医科大学医学部入学者募集

　自治医科大学（栃木県）は、全都道府県が共同で設立した学校法人により運営されている医科大学で、卒業後に出身県

に戻り一定期間、地域の病院、診療所に勤務すれば、授業料などが全額免除される特徴があります。ふるさと島根の医療

を守るという気概にあふれた方の申し込みをお待ちしております。

【募集人員】１００名（島根県から２～３名）

【出願期間】令和９年１月４日（月）～１月２０日（水）１７時必着（１月１９日（火）の消印有効）

【募集要項配布場所】

　吉賀町役場医療対策課（吉賀町六日市３６８番地４　よしか病院内）

　島根県健康福祉部医療政策課　医師確保対策室（松江市殿町１番地）

【問合せ・出願先】

　島根県健康福祉部医療政策課　医師確保対策室

　〒６９０－８５０１　松江市殿町１番地　ＴＥＬ：０８５２－２２－６６８４　ＦＡＸ：０８５２－２２－６０４０

【第２次試験】

　◆日程

　　令和９年２月３日（水）

　◆会場

　　自治医科大学（栃木県下野市薬師寺３３１１番地１）

【第１次試験】

　◆日程

　　学力試験：令和９年１月２５日（月）

　　面接試験：令和９年１月２６日（火）

　◆会場

　　サンラポーむらくも（松江市殿町３６９番地）

　◆試験科目（学力試験）

　　数学（数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、数学Ａ・Ｂ・Ｃ）

　　理科（物理、化学、生物のうち２科目選択）

　　外国語（英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ・Ⅲ）

　　　　　 （論理・表現Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）

司法書士無料法律相談について

　遺産相続、遺言、不動産売買、名義変更、お金の貸し借り、ローンの返済、裁判、調停、成年後見等高齢者の財産管理、

悪質商法など、さまざまな法律相談に応じます。相続登記でお悩みの方はこの機会にぜひご相談ください。

【電話相談】※随時受付

　連 絡 先：☎０８５２－６０－９２１１

　受付期間：月・火・木　正午～午後３時まで

【面談相談】※完全予約制

　日　　時：１０月２２日（木）午後１時～午後５時まで

　面談場所：益田市人権センターあすなろ館（益田市須子町３－１）

　予約方法：電話相談と同じ連絡先に電話して予約を行ってください。

「法の日」記念司法書士無料法律相談について

　１０月１日は「法の日」です。この「法の日」を記念し、島根県司法書士会では、無料法律相談を実施します。

　【日　時】１０月４日（日）午後１時～午後５時まで　※予約がない場合は、午後３時終了

　【場　所】益田市立市民学習センター　研修室１０３

　【予約先】司法書士総合相談センター　☎０８５２－６０－９２１１

　【問合せ】島根県司法書士会事務局　☎０８５２－２４－１４０２

お知らせ
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図書だより
町立図書館・柿木公民館

≪図書館利用状況８月≫

●貸出総数　１５５４冊

●貸出人数　　３３７人

●来館者数　　５３８人

[１０月の休館日と返却ポスト ]

・毎月曜日と祝日は休館

・地域の公民館に返却ポストがあります。ご利用ください。

【としょかんシネマのご案内】
　１０月にＤＶＤ上映会を行います。詳細は以下の通りです。たくさんの皆様のご来館をお待ちしています。

　　日　　時：１０月２日（金）・３日（土）　午前１０時～と午後１時３０分～　午前と午後の２回上映します。

　　場　　所：吉賀町立図書館　多目的室　鑑賞料は無料です。

　　上映作品：「ゴヤの名画と優しい泥棒」　２０２０年　イギリス映画　上映時間９５分

　　出 演 者：ジム・ブロードベント、ヘレン・ミレン　ほか

　　内　　容：イギリスのロンドンにあるナショナル・ギャラリーからゴヤの名画「ウェリントン公爵」が盗まれた。

　　　　　　　この犯人は６０歳のタクシードライーバーだった。彼はなぜそんなことをしたのか。

　　　　　　　コメディな作品だが温かい社会への提言をしています。

吉賀町立図書館

柿木公民館

　樹木の葉が錦に染まり秋の深まりを感じる頃ですね。「よし、体を動かそう！」気候もスポーツに最適のころ。自分のペー

スで行えるジョキングなど始めてみるのもいいですね。ランナー向けのおしゃれなウエアも豊富で、走るもう一つのたの

しみになっているようです。また、１０月２７日から１１月９日までの２週間読書週間です。秋の夜長、読書の楽しさを

再発見するいい機会です。お気に入りの本を探してみませんか。

【今月の本の紹介】
　浜田城炎（も）ゆ　　　　小寺　雅夫

　山陰駅旅　　　　　　　　西日本旅客鉄道（株）

　心穏やかに　　　　　　　小林　弘幸

　東京　　　　　　　　　　小池　壮彦

　すきまガーデニング　　　主婦の友社

　不発弾　　　　　　　　　乃南　アサ

　いつかどこかで　　　　　三宅　麗子

　黒い絵　　　　　　　　　原田　マハ

　ぼんくら　　　　　　　　宮部　みゆき

　鬼に喰われた女　　　　　坂東　眞砂子

　無花果日記　　　　　　　若合　春侑

　えんぴつびな　　　　　　長崎　源之助

　うわさごと　　　　　　　梅田　俊作

開 館 日：火～金曜日及び毎月第２・４の土日

開館時間：９時～１６時

休 館 日：毎月曜日と祝日

【セカンド・ブックフェアーについて】
　１０月２４日（土）～１０月２９日（木）まで、セカンド・ブックフェアーを開催する予定です。

　恒例の古本市と町内保育所園児による読書感想画展示をいたしますのでご来館ください。

【ぼうけんの夏図書館×あそびばについて】
　８月１日（土）「ぼうけんの夏図書館×あそびば」を行いました。宝探し・脱出ゲームやカードゲーム、ミニ古本市、

　ガラスにお絵描きなど小中学生の方の参加がありました。また、夜はドルチェ・レガートさんたちの演奏会もありまし

　た。飲食コーナーでは、よしかの里の手作りケーキや冷たいソフトクリームが大人気でした。参加された方からは楽し

　かったと感想をいただきました。これからも身近な楽しめる場として図書館へおいでください。
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　《
寄
稿
》

郷
里
回
想
録
三
十
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

　

昔
の
人
達
は
自
然
の
恐
怖
に
対
し
て
常
に
日

頃
か
ら
有
り
の
ま
ま
を
客
観
視
し
て
い
た
も
の

で
あ
る
。
例
え
ば
神
社
・
仏
閣
や
左
官
所
等
は

其
の
地
域
の
最
も
自
然
の
猛
威
に
対
し
て
一
番

安
全
な
場
所
に
鎮
座
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、「
天

災
・
天
地
異
変
の
折
は
先
ぐ
此
の
箇
所
へ
避
難

し
な
さ
い
」
と
土
地
の
古
老
か
ら
教
わ
っ
た
。

又
、
立
春
よ
り
数
え
て
二
百
十
日
・
あ
る
い
は

二
百
二
十
日
目
位
に
は
、
最
も
台
風
が
来
易
い

と
か
。
あ
る
い
は
農
事
等
で
大
雨
や
洪
水
の
時

に
竹
薮
は
是
を
防
ぐ
。
竹
薮
は
無
数
に
地
中
に

根
が
張
り
大
水
も
防
ぎ
従
っ
て
田
畑
を
風
水
害

か
ら
守
る
と
云
う
も
の
。
又
、
地
震
時
に
も
安

全
と
云
う
是
等
は
長
い
年
月
の
中
か
ら
実
際
に

自
然
と
向
き
合
数
々
の
体
験
か
ら
生
じ
て
伝
承

さ
れ
た
も
の
で
改
め
て
こ
こ
に
古
人
の
英
知
を

垣
間
見
聞
す
る
も
の
で
あ
る
。

　《
寄
稿
》

日
本
有
数
の
暑
い
街
へ
行
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

　

毎
年
10
月
か
11
月
に
実
施
さ
れ
て
い
る
町
内

の
ツ
ア
ー
会
が
今
年
は
８
月
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

主
催
者
曰
く
、「
暑
い
時
に
、
日
本
一
暑
い
街

に
行
き
温
泉
に
漬
か
り
、
キ
ン
キ
ン
に
冷
え
た

ビ
ー
ル
を
飲
む
」
が
今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
だ

と
言
う
こ
と
だ
と
の
こ
と
、
こ
れ
も
一
考
か
と

思
い
参
加
し
た
の
で
す
が
…
何
せ
行
っ
た
所
は

ちょうみんひろば

星
流
し
九
十
三
の
寝
息
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
岡　

雅
子

棚
田
へ
の
は
じ
め
の
橋
の
橡
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

道
子

吾
子
産
み
て
吾
子
刺
す
蚊
な
ら
叩
き
も
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

美
智
子

夫
な
る
や
ひ
と
き
は
光
る
夏
の
星

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

糟
谷　

圭
子

白
黒
を
カ
ラ
ー
写
真
に
原
爆
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

綾
美

霊
迷
う
貧
乏
か
ず
ら
巻
き
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

お
盆
に
は
子
孫
ひ
孫
そ
ろ
っ
て
墓
参
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
井　

恵
美
子

杉
木
立
伐
り
て
山
よ
り
夏
朝
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

今
日
ま
た
体
温
越
え
る
猛
暑
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

夏
休
み
さ
み
し
く
な
が
め
今
日
も
過
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

君
江

　《
川
柳
》

「
あ
り
が
と
う
」
今
日
の
終
り
の
ル
ー
テ
ィ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
戸　

昌
子

帰
省
す
る
人
も
居
な
い
か
草
の
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

夏
に
冬
冬
に
は
夏
が
好
き
と
言
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
井　

恵
美
子

枕
に
も
な
る
辞
典
か
な
昼
寝
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

役
立
た
ず
免
許
や
ス
マ
ホ
不
携
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

暑
い
所
ラ
ン
キ
ン
グ
で
常
に
一
～
二
を
競
う
九

州
の
真
ん
中
の
都
市
、
日
田
市
と
温
泉
で
有
名

な
由
布
院
で
す
か
ら
暑
い
の
な
ん
の
、
バ
ス
を

降
り
る
と
忽
ち
吹
き
出
る
汗
、
持
っ
て
る
ハ
ン

ド
タ
オ
ル
は
す
ぐ
に
グ
チ
ョ
グ
チ
ョ
と
な
る
始

末
で
、
一
同
、
一
寸
っ
と
で
も
涼
し
い
バ
ス

に
戻
ろ
う
と
ど
の
場
所
で
も
10
～
15
分
位
早
く

集
っ
て
次
の
場
所
へ
と
相
成
っ
た
と
言
う
こ
と

で
す
。
最
終
的
に
は
次
の
日
の
帰
宅
時
間
も
小

一
時
間
早
く
着
き
ま
し
た
。

　

同
乗
の
一
人
が
面
白
い
話
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
「
余
り
早
く
帰
る
と
奥
さ
ん
が
一
つ
仕
事

を
用
意
し
て
る
ぞ
」
と
言
う
の
で
す
。
そ
の
昔
、

旦
那
さ
ん
が
早
く
帰
り
、
空
の
弁
当
箱
を
奥
さ

ん
に
渡
す
と
す
か
さ
ず
奥
さ
ん
が
そ
の
手
に
鎌

を
渡
し
て
も
う
一
仕
事
を
お
願
い
す
る
の
だ
と

言
う
の
で
す
。
こ
ん
な
事
が
有
っ
た
と
か
無

か
っ
た
と
か
？
…

　

大
い
に
笑
い
、
冷
え
た
ビ
ー
ル
を
又
、
グ
イ

グ
イ
、
酒
屋
の
大
将
の
持
っ
て
こ
ら
れ
た
私
な

ど
に
は
手
の
届
か
な
い
高
～
い
ウ
イ
ス
キ
ー
も

頂
い
て
、
暑
か
っ
た
け
ど
、
出
発
か
ら
帰
着
ま

で
酒
、
さ
け
、
サ
ケ
、
年
に
一
回
の
大
満
足
の

ツ
ア
ー
で
し
た
。
さ
あ
！
稲
刈
り
頑
張
ろ
う
！

　《
俳
句
》

板
の
間
に
足
の
裏
に
も
夏
来
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

救
急
車
通
り
過
ぎ
行
く
熱
帯
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

杖
を
突
く
度
に
旱
の
土
埃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

ツ
ル
子

涼
し
く
て
昼
寝
で
き
た
は
昔
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上　

健
二

餌
探
し
猿
の
軍
団
や
っ
て
来
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
戸　

美
瑳
子

暑
す
ぎ
て
夏
野
菜
た
ち
疲
れ
ぎ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

和
子

老
い
て
な
お
夢
追
い
な
が
ら
日
々
を
生
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

毎
朝
の
体
操
土
産
は
セ
ミ
の
殻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
口　

沙
羅

音
痴
で
も
楽
し
く
歌
い
ル
ン
ル
ン
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上　

武
史

生
け
花
も
氷
が
欲
し
い
と
頭
下
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
下　

邦
枝

あ
つ
い
午
後
西
瓜
三
日
月
涼
を
喰
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
村　

菊
夫

柏
葉
紫
陽
花
街
は
ず
れ
に
住
み
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
村　

ツ
ト
メ

い
い
湯
だ
な
バ
ナ
ナ
片
手
に
ド
ヤ
笑
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　

一
恵

鮎
仕
掛
け
紙
で
再
現
子
は
笑
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
内　

さ
く
ら

　
《
短
歌
》

相
い
見
る
雲
の
流
れ
に

　

熊
本
地
震
天
変
地
異

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

魂
し
い
の
抜
か
れ
し
墓
や
盆
悲
し

　

や
ぶ
枯
し
巻
き
あ
の
顔
目
に
浮
か
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博
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お
悔
み
～
や
す
ら
か
に
～
（
８
月
届
出
）

　

橋
本　

溢
枝　
　
　

さ
ん　

91
歳　
　

七
日
市

　

中
野　

安
一　
　
　

さ
ん　

94
歳　
　

大
野
原

　

小
椋　

和
汎　
　
　

さ
ん　

84
歳　
　

柿
木

　

村
島　

昌
雄　
　
　

さ
ん　

96
歳　
　

下
高
尻

　

出
會　

修　
　
　
　

さ
ん　

102
歳　
　

注
連
川

　
　

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

出
生
～
す
こ
や
か
に
～
（
８
月
届
出
）

　

澄
川　

然
（
ぜ
ん
）
さ
ん

　
　
　
　
　

一
浩
・
佳
子
さ
ん
の
子　

有
飯

「
ち
ょ
う
み
ん
ひ
ろ
ば
」
に
つ
い
て

●
毎
月
１
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
寄
稿
は
500
字
以
内
と
し
、
超
え
る
も
の
は
掲

　

載
を
見
送
り
ま
す
。

●
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
常
用
漢
字
を
用
い

　

て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
い
。

●
応
募
作
品
は
、
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載

　

し
ま
す
が
、
原
文
の
意
味
を
損
な
わ
な
い
範

　

囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

●
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

垣
根
ご
し
の
プ
ー
ル
に
遊
ぶ
幼
な
ら
の

　

声
過
ぎ
來
し
の
吾
子
に
重
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
野　

令
子

病
葉
の
庭
に
は
ら
り
と
落
ち
て
く
る

　

音
信
途
絶
え
る
友
に
重
ね
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

勝
史

一
歩
で
も
遠
く
届
け
と
念
じ
つ
つ

　

気
を
肚
に
込
め
太
鼓
打
ち
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

そ
れ
ぞ
れ
が
も
ら
っ
た
こ
の
日
や
り
過
し

　

花
に
水
や
り
今
日
を
終
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

み
ど
り

皇
に
奉
げ
る
瑞
穂
黄
金
色

　

今
日
は
め
で
た
き
抜
穂
の
祭
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
尻　

和
好

ちょうみんひろば

吉賀町の人口・世帯数（令和 8年 8月 31 日現在）
　人口　5,306 人 (-12)　　男　2,577 人（-8）　　女　2,729 人（-4）　　世帯数　2,881 世帯（-12）
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